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理由
当初検討予定であった2元系ではガラス化が認められなかったが、Al2O3を含む3元系での検討により一部の組成でガラス化することがわかった。これを踏まえ、現
在までにHfO2-Al2O3-SiO2系についてのガラス化検討および物性評価の一通りを行った。発光特性としては特にSnを添加した試料が優れた特性を示した。放射線照
射時の発光特性では、本系はアルファ線を用いたパルスカウンティングにおいて明瞭な全吸収ピークを示し、発光量は2700 ph/5.5MeV程度と良好な値であった。
一方で、γ線を用いた際には明瞭な全吸収ピークを得られず、発光量の算出ができなかったため、さらなる組成改良の余地がある。

令和２年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）実績報告書（研究実績報告書）

機関番号

所属研究機関名称
１４６０３

研究
代表者

  フローティングゾーン炉を用いた新規高融点ガラスの作製とその放射線誘起蛍光特性評価

20J23225  特別研究員奨励費

３．研究課題名

１．研究種目名　　　

氏名

部局

母材レベルでHfO2を含有したSiO2系ガラスを溶融プロセスを経て作製することに成功した。ランタノイドや第6周期元素等からなる重元素酸化物を多量に含有した
ガラスは作製難易度の高さから研究例が少なく、特にHfO2を高濃度に含むガラスの報告例はゾルゲル法によるもののみに留まる。我々は単結晶育成に用いられる
フローティングゾーン炉をガラス作製に応用することで幅広い材料探索の実現可能性を見出した。本ガラス作製技術は新規ガラス材料探索を行う上で重要な技術
となり得る。 
・ガラス形成範囲の探索　3元系組成HfO2-Al2O3-SiO2についてガラス形成範囲の探索を行った。ガラス化は10HfO2-xAl2O3-(90－x)SiO2（x = 10－30）の一部組成
でのみ認められた。また、HfO2-SiO2系においてはガラス化しないことがわかった。本組成において、中間酸化物に分類されるAl2O3の存在はガラス化に重要な要
素であることが示唆された。 
・発光特性　一般に蛍光体材料には発光中心となり得る元素が微量添加されている。ここではガラス化した組成にCeとSnを発光中心として添加し、その発光特性
を評価した。Snを添加した試料では特に、蛍光量子収率が80%を上回る高い発光効率を示し、ガラス蛍光体として有望であることが明らかとなった。X線照射時の
シンチレーション特性においては、241Amのアルファ線を用いたパルス波高スペクトル解析により、2700 ph/5.5MeV程度の発光量を示すことがわかった。 
本研究で開発されたガラスは、Xおよびγ線に対して高感度な新規放射線検出ガラスとして有望である一方、発光量に関しては未だ改良の余地が残る。 
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溶融によるHfO2を多量に含有したガラスの作製に成功したことにより、これをランタノイドや他の重元素に置き換えた場合でも十分にガラス化する可能性が示唆
され、ガラス材料の探索の幅が広がったと言える。今後の方針としては、まずLu2O3-Al2O3-SiO2系のガラス化範囲の探索を行う予定である。具体的には各構成酸
化物の比率を10%刻みでガラス化する組成比を探索していく。ガラス化しているか否かはXRDによって解析を行い、正確な組成をXRFによって測定、記録する。ガラ
ス化した試料には前年度と同様にSnまたはCeを添加し、その光学特性及び放射線応答特性を評価する。発光効率の良い添加元素に対してはその添加濃度を変更
し、各種物性を評価しつつ最適濃度を割り出す。
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Takayuki
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集光型加熱炉により作製した高融点酸化物ガラスの放射線誘起蛍光特性
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